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九大･理 森 信之,黒木昌一,森 肇
タイプⅠ間欠的カオスのダイナミクスを,パワースペクト/レを用い,数値実験で調べた｡計
算で使ったモデルは,離散写像 x n十1-p-x2であるOこれはp- pc-1･75で周期 3の軌道n







計理論〝 〔文献 1〕によって予想されていた特性である｡その他の理論 (2)では, ラミナ-の


























































































(1-b) 意 x n -ph
によって記述される.ここで,a,｡は周期運動の振動数,X.,Xlは,周期27Tの周期関数,
¢nは,n番目のラミナ-状態の位相のずれ, acn は遅いモードの時間発展を表わしており,
ゆっくり変化する｡また,両ま系の制御パラメーターであり,p-0が分岐点で,p<07洞
期状態,〟>0でカオス状態となる｡
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